
 

 

 

 

１．目 的 

 今夏、山陰地方では記録的な大雨となり、大きな被害のあった山口県山口市・萩市、島根県江

津市・浜田市では各社協が災害ボランティアセンターを設置し支援活動を行っています。このよ

うな、局地的な災害は毎年のように全国各地で発生しており、本県においても災害ボランティア

センターの設置に向けた備えが必要となっています。 

 また、平時から地域のさまざまな課題を住民主体で解決するために活動している社協は、災害

時に多様な機関と連携し、その機能を発揮しなければなりません。 

 本研修は、災害ボランティアセンター運営模擬訓練をとおして、平時に備えておくべきこと、

災害発生後に社協としてどのような行動をしなければならないのか、どのようなことが想定され

るかを考え実践することにより、市町村社協における災害ボランティア支援体制の構築に資する

ことを目的に開催します。 

 

２．主 催 

社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 

 

３．共 催 

  社会福祉法人琴浦町社会福祉協議会 

 

４．日 時 

平成 25年 11月 15日（金）11：00～16：10 

 

５．会 場 

琴浦町社会福祉協議会（東伯郡琴浦町浦安 123－1 琴浦町社会福祉センター） 

 

６．対 象 

  市町村社会福祉協議会役職員（所属を問わず） 

  ※ボランティア担当者のみならず、総務担当等職員にもご参加いただきますようお願いいた 

します。 

 

７．日 程 

11:00    11:10    12:10   13:00        15:00  15:10        16:10 

開会・ 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

講義・ 

演習 

休

憩 
模擬訓練 

休

憩 

ふりかえり 

・総括 
閉会 

 ※当日は「琴浦町社協 災害救援ボランティア活動マニュアル」に基づき訓練を行います。 



 

８．内 容 

 ①講義・演習（60分） 

  何のために災害ボランティアセンターを立ち上げるのか、設置・運営するためには組織内の 

意識共有が必要。平時から取組むべきことを踏まえ、社協の役割・機能を考える。 

  また、琴浦町災害救援ボランティア活動マニュアルを基に、災害発生時からの初動のうごき 

を整理し、災害ボランティアセンター模擬訓練の流れ、役割分担等について共通理解を図る。 

 

 ②模擬訓練（120分） 

   総務、情報収集・発信、物資管理、受付・登録、活動調整、車輌・送迎の各班にわかれ、 

準備したシナリオにより運営を行います。実践することで得る気づきを、今後の取組みに活 

かす。 

 

 ③ふりかえり・総括（60分） 

   各班にわかれ訓練をふりかえり、訓練全体の総括を行う。 

 

９．アドバイザー 

  日野ボランティア・ネットワーク 山下 弘彦 氏 

 

企業、ＮＰＯ、社会福祉協議会、共同募金会等、多様なセクターとの協働により災害支援を進

めるために設置されたネットワーク組織『災害ボランティア活動支援プロジェクト会議』からの

派遣で、東日本大震災の被災地で活動。 

県災害ボランティアセンターの運営支援や市町村災害ボランティアセンターの立ち上げ支援な

どの活動を行ってきた。現在も定期的に被災地で復興支援活動に携わる。 

 

 

10．参 加 費 

  無料 

 

11．参加申込  

  下記申込書により、１１月１日（金）までに下記事務局にお申込みください。 

  申込書に記入された個人情報は、本研修会の参加受付や連絡、参加者名簿の作成以外には使 

用しません。なお、名簿に氏名、所属、役職名を掲載いただくことについてご了承ください。 

 

12．事 務 局 

  社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 地域福祉部（担当：原田、前田） 

  〒６８９－０２０１ 鳥取市伏野１７２９－５ 県立福祉人材研修センター内 

  電  話 ０８５７－５９－６３３２  ファクシミリ ０８５７－５９－６３４０ 

  メ ー ル haradam@tottori-wel.or.jp 
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